
■軽石のでき方
　火山の噴火の際に吹き飛ばされてできた多
孔質で軽い石を「軽石」といいます。マグマ
には、水や気体、揮発成分が含まれており、
地下のマグマが上昇すると圧力が急激に下が
り、マグマの中の揮発成分などが膨張して発
泡します。多数の孔

あな

はこうしてできたもので、
「発泡孔」といいます。
　発泡孔ができるのは、炭酸飲料の栓を抜く
と圧力が下がり、溶けていた二酸化炭素が泡
になって出てくるのと同じ原理です。岩石の
孔の様子から、溶岩やマグマが冷えて固まっ
た環境が読み取れるのです。

■軽石とカルメ焼き
　液体の内部で発泡が起きて、固まったとき
に孔だらけになるという意味では、軽石はカ
ルメ焼きと同じです。カルメ焼きをつくって
みたり、圧力を変化させたときの炭酸飲料の
発泡の様子を観察したりして、軽石の構造と
比較することによって、軽石のでき方につい
ての理解が深まるでしょう。
　黒曜石の破片を高温のガストーチで加熱
すると、ポップコーンのように膨らむもの

があり、この実
験で人工的な軽
石（パーライト）
をつくることも
できます（注：
膨らまない黒曜
石もあります）。
　また、軽石は水に浮きますが、火で十分に
あぶってから水槽に入れると、一瞬だけ浮い
てすぐに沈んでしまいます。この現象の理由
を、ぜひ考えてみてください。

■パン皮状火山弾
　溶岩が冷えてできた岩石の表面全体が、フ
ランスパンのようにひび割れたものを「パン
皮状火山弾（溶岩）」といいます。とけた溶
岩が空気に冷やされて表面が固まっても、内
部はまだ熱く、内部のガスが膨張して体積が
増えるため、岩石の表面はバリッと割れてし
まいます。餅を焼いたときにできるヒビ割れ
と同じイメージです。つまり、岩石の表面全
体にひび割れがあるということは、「溶岩が
噴出の直後に空中に吹き飛ばされた」という
ことを教えてくれているのです。
　フランスパンを観察したり、作り方を調べ
たり、餅を焼いて表面にひび割れができる様
子を観察したりすると理解が深まるでしょう。

■火山毛
　ハワイや伊豆大島の三原山の溶岩は玄武岩
質で流動性が高く、勢いよく流れ出し、しぶ
きを上げることもあります。「火山毛」はそ
のようにしてできた、細長く引きちぎられた
溶岩であり、溶岩が液体状であったことを物
語っているのです。
　綿あめは、とかした砂糖を細い穴から出し
て細長いあめをつくり、それを割り箸で絡め
取ったものです。これはまさに火山毛のでき
方そのものです。砂糖に少しだけ水を入れて
コンロや電子レンジでとかし、スプーンで引
き伸ばすと、火山毛のようなあめを作ること
ができます。

火山岩の情報を読む
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　溶岩は、冷えて固まるときの条件の違
ちが

いにより、さまざまな形になります。いろいろな

火山岩のつくりを、身近な食べ物から調べてみましょう。

用意するもの

食べ物で火山岩のつくりを確認
にん

パン皮状火山弾
だん

とパンや餅
もち

火山毛とあめ

重そう
カセットコンロ

鍋
ふきん
細い針金
もち

パン（皮が硬いもの）

砂糖

スプーン

アルミはく

おたま

割りばし

重そう

カセットコンロ鍋
なべ細い針金

ふきん

ボール

卵

温度計
（200℃まで測れるもの）

水

　溶岩の表面が急速に冷えて固ま
りますが、中心は高温のままで膨

ぼう

張するため、表面にひび割れがで
きます。

　高温で液体状の溶
よう

岩が細く伸
の

び
たまま冷えて固まり、糸のように
なったものです。

熱いので
やけどに
注意！

　ダッチブレッドやフラ
ンスパンなど堅

かた

いパンの
表面のひびや中をよく観
察したり、作り方を調べ
たりしましょう。

　餅
もち

を焼くと、表面は固
まる一方、内部の水蒸気
が膨張するため、表面に
ひび割れができます。

　砂糖30g、水大さじ１
杯
ぱい

を鍋に入れ、弱火で加
熱します。砂糖がとけて
薄い黄色のあめになった
ら火を止めます。

　あめをアルミはくに流
して少し待ち、スプーン
をつけてドロドロに
なったあめを引っ張ると
細く伸びて固まります。

① ②

① ②

パン皮状火山弾

火山毛

軽石とカルメ焼き

　溶岩が地下から上昇すると、中
の水や気体が膨張し、多数の泡

あわ

と
なります。この状態で冷えて固まっ
たのが軽石です。

　卵白５gと重曹20gを
混ぜて重そう卵を作りま
す。割りばしと温度計を
針金で固定し、割りばし
温度計を作ります。

　おたまに砂糖大さじ山
盛り２杯と、ひたひたに
なる程度の水を入れて中
火にかけ、①の割りばし
温度計で混ぜます。

　125℃になったらふきんに
のせ、泡が出なくなるまで冷
まし、割りばしの先に重そう
卵を少量つけてかき混ぜます。

　最初は白色ですが、だんだ
ん黄色くなります。割りばし
の跡

あと

が残るようになったら割
りばしを抜

ぬ

くと、膨
ふく

らみます。

　冷めた後、弱火にかけて底
を温め、カルメ焼きをおたま
から外します。割って断面を
観察してみましょう。
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③ ④ ⑤

軽石


